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【令和３(2021)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

二次宇宙線のミューオンによるソフトエラーは、集積システムの信頼性を低下させる主たる要因と

なることが指摘されている。 

本研究では、この問題の解明のために、ミューオン照射実験により基礎物理を正しく捉え、実データ

で検証されたミューオンソフトエラーシミュレーション技術を確立することを目標とする。 

その実現のために、以下の四つの課題、１：基本物理現象の実測、２：最先端デバイスを用いたソフト

エラー実験、３：マルチ物理シミュレーション技術開発、４：シミュレーションによる将来予測、を実

施し、世界に先駆けて基本物理現象の把握・解明を行い、集積システムの高信頼化へ貢献する。 

 

（意見等） 

四つの課題のうち、英国加速器施設での実験を必要とする課題１においては新型コロナウイルス感

染症の影響により当初計画から遅延が発生しているものの、そのほかの課題は順調に進捗している。課

題１についても、日本原子力研究開発機構での実験に切り替えるなどの代替措置を計画しており、予断

は許さないが最善の対応をしている。課題２については、計画どおり最先端テクノロジ(12nm 
FinFET)を用いた SRAM チップを試作終了しており、また GPU での照射実験ではプログラマから見

えないハードウェア部分のエラーが多数発生するという新しい知見を得ている。課題３では課題１の

結果と連携させることで、従来の量子分子動力学モデルでは重陽子並びに三重陽子の生成量を過小評

価するという問題点を明らかにした。また、課題４では、シミュレーションモデルの構築が予定どおり

の進捗状況である。 

研究成果の発表状況にも問題はなく、世界に先駆けた研究であることの認識が得られている。新型コ

ロナウイルス感染症の影響部分を除けば、研究は順調であり、今後も新しい知見と計画どおりの成果が

強く期待される。 

 


